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ス
イ

剛
立
は
西
腫
九
州
の
現
大
分
縣
豊
後
ノ
國
杵
築
（
キ
ッ
キ
）
藩

儒
綾
部
氏
の
第
四
子
で
あ
る
。
剛
立
一
代
の
業
績
は
専
攻
し
た
天

文
星
暦
の
一
部
門
に
於
て
若
干
の
著
述
を
胎
し
叉
門
弟
を
幕
府
に

慨
徳
堂
と
獨
創
科
學
者
廊
田
剛
立

一
、
剛
立
の
博
記
書

浪
華
府
學
懐
徳
書
院
が
約
一
世
紀
半
の
間
商
都
の
地
に
、
藩
學

と
は
異
な
っ
た
教
育
機
構
の
下
に
、
定
住
の
町
人
の
庶
民
階
層

や
、
駐
在
し
た
武
士
階
級
や
更
に
遠
國
か
ら
風
を
聞
い
て
束
っ
た

好
學
の
徒
に
、
各
々
適
應
し
た
課
程
に
よ
っ
て
授
業
し
た
こ
と

は
、
そ
の
影
響
頗
る
廣
汎
、
後
世
へ
の
逍
響
も
大
き
く
、
更
に
そ

の
學
が
根
抵
と
な
っ
て
、
各
種
の
部
門
に
稜
展
進
向
し
た
こ
と
も

窺
わ
れ
る
。
私
は
さ
き
に
本
誌
に
書
院
の
學
と
整
家
並
び
に
證
學

に
つ
い
て
聯
か
か
か
る
一
展
開
面
を
あ
げ
て
お
い
た
が
、
こ
こ
に

間
接
な
が
ら
書
院
の
學
に
培
わ
れ
た
と
言
ひ
得
る
、
そ
し
て
遂
に

異
彩
あ
る
成
果
を
あ
げ
た
近
世
科
學
者
の
俊
傑
廠
田
剛
立
に
つ
い

て
述
べ
ょ
う
。

八

推
拳
し
て
改
暦
に
参
興
せ
し
め
た
こ
と
に
依
っ
て
そ
の
學
問
の
深

淵
さ
を
も
窺
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
を
網
羅
集
大
成
す
る
偲
記
書
は

出
来
て
お
ら
ぬ
。
漸
く
昭
和
十
七
年
そ
の
郷
里
大
分
縣
小
野
精
一

（
琥
龍
謄
）
が
前
年
九
月
大
分
放
送
局
か
ら
敷
次
に
わ
た
り
そ
の

略
偲
を
放
送
し
た
際
の
原
稿
を
基
礎
と
し
て
同
地
に
於
て
小
冊
の

略
偲
（
四
六
版
八
六
頁
、
非
貞
品
）
を
出
版
し
た
の
が
唯
一
の
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
こ
の
約
二
十
七
年
前
の
大
正
五
年
十
二
月
剛
立

の
逍
功
が
追
褒
せ
ら
れ
贈
従
四
位
の
榮
光
を
受
け
た
こ
と
が
動
機

と
な
っ
て
そ
の
後
著
者
の
苦
辛
博
捜
に
よ
っ
て
始
め
て
刊
本
に
ま

と
め
ら
れ
た
も
の
の
様
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
剛
立
は
死
後
不
運

人
で
、
そ
の
前
後
、
同
郷
か
ら
出
で
、
中
に
は
同
學
切
嵯
し
た
間

柄
で
あ
り
、
本
文
に
も
後
出
の
三
浦
梅
園
・
脇
愚
山
・
帆
足
萬
里

等
に
比
し
て
｛
是
に
薄
倖
、
謂
わ
ゆ
る
「
顕
晦
ソ
ノ
揆
ヲ
一
ツ
ニ
セ

ズ
」
の
観
が
な
さ
れ
る
。

思
う
に
剛
立
は
そ
の
研
鑽
執
心
が
中
年
郷
を
離
れ
て
大
阪
で
な

さ
れ
そ
し
て
大
阪
で
終
り
而
か
も
そ
の
裔
孫
績
が
ず
そ
の
遺
書
等

懐
徳
堂
と
獨
創
科
學
者
麻
田
剛
立

壼

倉

敬

尚



偲
わ
る
も
の
少
い
の
に
因
る
の
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
後
世
そ
の

一
生
の
業
績
を
ま
と
め
る
に
困
難
な
地
位
に
あ
る
の
で
あ
る
。
こ

の
観
黙
か
ら
上
述
の
小
野
氏
略
偲
は
質
に
苦
心
の
勢
作
で
あ
る
。

こ
の
以
前
に
求
め
ら
れ
る
ま
と
ま
っ
た
偲
は
唯
大
阪
市
天
王
寺

犀
夕
日
ガ
丘
浄
春
寺
の
墳
墓
の
文
が
重
要
資
料
で
あ
る
。
こ
れ
は

懐
徳
書
院
學
主
中
井
竹
山
の
長
子
曾
弘
（
琥
蕉
園
）
の
撰
作
で
睾

石
四
面
に
わ
た
り
約
五
百
字
近
い
長
文
で
、
作
文
者
曾
弘
は
初
め

に
自
分
を
「
剛
立
ノ
友
人
竹
山
ノ
子
」
と
言
っ
て
お
る
。
竹
山
は

剛
立
の
兄
妥
（
ャ
ス
）
胤
（
披
富
阪
）
の
畏
友
で
剛
立
よ
り
五
歳
の
年

長
且
つ
大
阪
學
校
書
院
學
主
の
大
儒
更
に
剛
立
に
は
出
阪
以
束
の

受
恩
者
で
あ
る
。
剛
立
は
出
阪
し
先
づ
兄
の
妥
胤
の
推
畢
紹
介
で
、

本
町
の
竹
山
の
許
で
ワ
ラ
ジ
を
ぬ
い
で
お
る
。
営
時
の
見
を
以
て

す
れ
ば
、
筆
者
曾
弘
は
が
竹
山
を
剛
立
の
友
人
と
し
て
お
る
の
は

故
人
に
封
し
自
ら
を
、
更
に
父
を
も
謙
譲
の
地
位
に
置
い
て
、
深

厚
の
敬
意
を
致
し
憤
重
の
態
度
で
執
筆
し
た
様
に
見
ら
れ
る
。

こ
の
撰
文
者
曾
弘
性
鋭
敏
今
孟
子
の
稲
を
獲
、
牡
年
詩
賦
に
長

じ
、
一
宵
十
賦
を
作
る
が
如
き
オ
物
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
行
文
暢

達
理
路
井
然
練
想
頗
る
力
を
致
し
委
曲
を
盛
し
た
名
作
で
、
或
い

は
父
竹
山
叔
父
履
軒
（
竹
山
弟
）
の
二
人
の
閲
を
純
た
も
の
と
の

想
像
も
さ
れ
ぬ
で
も
な
い
。

し
か
し
所
詮
は
漢
文
髄
で
且
つ
天
文
暦
學
の
如
き
特
殊
部
門
の

事
象
の
表
現
や
説
明
に
は
専
攻
外
の
撰
文
者
止
む
を
得
な
い
で
あ

ろ
う
が
、
記
載
が
抽
象
的
で
門
人
名
を
撃
げ
て
お
ら
ず
、
行
文
随

懐
徳
堂
と
獨
創
科
學
者
麻
田
剛
立

虞
に
難
解
を
免
れ
な
い
、
又
嘗
然
乍
ら
近
年
稜
見
の
瞥
學
上
の
業

績
も
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
所
詮
は
永
年
通
用
の
唯
一
偲
で
あ
る

か
ら
今
こ
れ
を
原
文
を
書
下
し
、
そ
の
中
に
略
注
解
を
つ
け
る
。

剛
立
腐
田
先
生
之
墓
（
大
正
五
年
十
一
月
、
贈
従
四
位
）

昭
和
四
一
年
三
月
史
跡
指
定

中
井
曾
弘
撰
文
ー
原
文
、
浪
速
双
書
第
十
巻
訪
碑
録

寛
政
十
一
年
五
月
二
十
二
日
（
一
七
九
九
）
剛
立
麻
田
君
卒
ス
、

年
六
十
六
（
享
保
十
九
〔
一
七
三
四
〕
二
、
六
生
）
葬
既
（
ヲ
ワ
）
リ
、

其
子
ノ
直
、
石
ヲ
買
ヒ
其
墓
二
誌
（
シ
ル
）
サ
ン
ト
シ
其
友
人

（
中
井
竹
山
）
ノ
子
、
曾
弘
コ
レ
ノ
僻
ヲ
為
（
ッ
ク
）
ル
ナ
リ
』

（
以
上
、
撰
文
ノ
由
来
）

曰
ク
、
君
諒
（
イ
ミ
ナ
、
本
名
）
ハ
妥
彰
（
ャ
ス
ア
キ
）
剛
立

ハ
其
字
（
ア
ザ
ナ
）
ニ
テ
原
姓
ハ
綾
部
ナ
リ
、
豊
後
（
大
分
縣
）

ノ
人
、
其
祖
父
ョ
リ
以
下
、
世
々
杵
築
（
キ
ッ
キ
）
侯
（
藩
主
松

平
）
二
仕
ヘ
シ
ガ
君
ハ
支
子
（
第
四
ノ
末
子
）
ナ
ル
ヲ
以
テ
家
ニ

居
ル
（
出
デ
テ
仕
ヘ
ズ
）
厳
毅
廉
正
ニ
シ
テ
精
敏
人
二
絶
シ
最
モ

星
暦
ノ
學
ヲ
好
ミ
又
匿
方
ノ
言
ヲ
喜
ビ
困
苦
勉
励
二
十
餘
年
、
師

受
ス
ル
ト
コ
ロ
ナ
ク
シ
テ
而
カ
モ
大
カ
タ
其
法
二
通
ズ
、
明
和
ノ

末
（
七
年
か
）
侯
、
特
命
シ
テ
コ
レ
ヲ
侍
臣
二
列
ジ
従
ヘ
テ
江
戸
ニ

行
ク
、
遂
二
大
阪
二
行
キ
既
ニ
ジ
テ
蹄
リ
歎
ジ
テ
曰
ク
、
「
星
暦

ノ
淵
微
ナ
ル
塁
二
爵
緑
ノ
累
ア
リ
テ
ハ
能
ク
コ
レ
ヲ
窮
メ
ン
ヤ
、

且
ツ
祖
先
ヲ
嗣
ギ
テ
君
上
二
報
ズ
ル
所
以
ハ
吾
ガ
宗
子
（
兄
）
ノ

八



在
ル
ア
レ
ベ
、
我
レ
又
何
ヲ
カ
サ
ン
」
卜
、
ヲ
上
（
タ
テ
マ

ツ
）
リ
テ
仕
ヘ
ヲ
僻
ス
ル
コ
ト
三
度
ナ
ル
モ
命
ヲ
獲
ザ
リ
シ
カ
バ

遂
二
亡
シ
（
明
和
八
年
舟
八
歳
亡
命
、
藩
ノ
本
籍
ヲ
脱
ス
）
姓
氏

ヲ
改
メ
テ
（
祖
先
ノ
麻
田
ヲ
稲
シ
）
大
阪
二
隠
レ
（
本
町
四
丁
目

ニ
住
ム
）
図
ヲ
以
テ
其
家
二
業
ト
シ
而
シ
テ
盆
々
星
暦
ヲ
研
究

ス
、
後
列
侯
其
磐
（
名
聾
）
ヲ
聞
ク
ア
リ
テ
轄
ヲ
厚
ク
シ
テ
之
ヲ

聘
ス
ル
モ
就
カ
ズ
、
縣
官
（
大
阪
ノ
町
奉
行
）
モ
亦
之
ヲ
起
用
七

ン
ト
欲
セ
シ
モ
亦
應
ゼ
ズ
シ
テ
乃
チ
曰
ク
「
我
レ
ハ
吾
ガ
君
ヲ
棄

ツ
ル
ニ
非
ズ
、
我
レ
若
シ
又
（
他
二
）
仕
ヘ
ナ
バ
背
君
ヲ
捨
ツ
ル

ナ
リ
、
其
レ
誰
レ
ノ
ト
コ
ロ
ニ
行
カ
ン
ヤ
」
卜
、
大
阪
二
在
リ
シ

コ
ト
廿
八
年
ニ
シ
テ
終
レ
リ
』
（
以
上
、
一
生
涯
ノ
略
歴
）

星
暦
ノ
法
タ
ル
ヤ
今
古
多
端
ナ
ル
モ
君
若
キ
ョ
リ
網
羅
シ
聾
シ

了
リ
テ
コ
レ
ヲ
天
二
瞼
シ
合
ハ
ザ
ル
モ
ノ
ア
ラ
バ
乃
チ
法
ノ
尚
ホ

粗
ナ
ル
コ
ト
ヲ
知
リ
、
悉
ク
其
書
ヲ
捨
テ
別
二
其
術
ヲ
求
メ
専
ラ

測
量
質
瞼
ヲ
以
テ
本
卜
為
シ
或
ヒ
ハ
器
ヲ
執
リ
テ
中
庭
二
露
坐
シ

或
ヒ
ハ
弧
（
コ
、
コ
ン
バ
ス
）
ヲ
ト
リ
机
上
ニ
テ
分
疎
シ
酷
寒
毒

暑
ニ
モ
倦
避
ス
ル
コ
ト
ナ
ク
、
頭
二
枕
七
ザ
ル
コ
ト
九
年
、
其
ノ

術
用
成
リ
然
ル
後
、
優
柔
浸
瀧
シ
補
綴
磨
隠
（
ロ
ウ
、
み
が
く
）

ス
ル
コ
ト
又
十
餘
年
、
凡
ソ
瞼
ス
ル
ト
コ
ロ
ハ
一
モ
合
ハ
ザ
ル
モ

ノ
ナ
ク
、
衆
其
ノ
精
確
ナ
ル
ニ
服
ス
、
後
二
消
國
ノ
商
舶
ガ
西
洋

暦
法
ノ
書
二
種
ヲ
舶
載
シ
束
ル
、
其
ノ
説
、
奇
新
密
微
き
叉
岬
ニ

入
リ
、
星
エ
（
星
縣
ノ
専
門
人
）
偲
ヘ
テ
大
賓
ト
ナ
ス
、
而
シ
テ
君

ノ
蒻
明
シ
論
著
ス
ル
ト
コ
ロ
悉
ク
之
卜
符
合
シ
恰
カ
モ
西
人
（
西

八

ニ
向
（
ザ
キ
）
―
-
君
ノ
ヲ
聞
キ
之
ヲ
潤
色
ス
ル
ガ
如
ク

衆
盆
々
胆
ス
、
而
ヵ
モ
唯
消
長
求
食
ノ
ニ
法
ハ
質
二
古
今
獨
歩
ニ

テ
西
人
（
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
）
卜
雖
至
ル
コ
ト
能
ハ
ザ
ル
ト
云
フ
』

（
以
上
、
天
文
唇
學
ノ
業
績
）

更
二
瞥
方
ノ
書
モ
亦
多
端
ナ
リ
、
君
若
ク
ニ
シ
テ
包
羅
（
総
括
）

亦
盛
シ
テ
常
ニ
コ
レ
ヲ
人
髄
二
試
シ
（
解
剖
貫
験
）
其
ノ
理
ヲ
會
得

ス
ル
コ
ト
ア
ル
モ
其
ノ
功
（
効
用
、
買
用
）
ヲ
得
ズ
、
叉
其
ノ
功
ヲ

得
ル
モ
其
ノ
理
二
得
ザ
ル
コ
ト
ア
ラ
バ
乃
チ
歎
ジ
テ
曰
ク
「
其
ノ

功
ヲ
得
ル
モ
其
ノ
理
ヲ
得
ズ
叉
其
ノ
理
ヲ
得
ル
モ
其
ノ
功
ヲ
得
ザ

ル
ハ
何
レ
モ
我
レ
ノ
不
明
ノ
致
ス
ト
コ
ロ
ナ
リ
、
其
ノ
理
ヲ
得
テ

其
ノ
功
ヲ
得
ザ
ル
ハ
是
レ
登
二
員
二
理
ヲ
得
ル
モ
ノ
ト
云
フ
ベ
ケ

ソ
ヤ
、
コ
レ
モ
亦
我
不
明
ナ
リ
、
コ
ノ
事
（
官
験
二
依
リ
得
タ
ル
事

象
）
ア
ラ
バ
必
ラ
ズ
ソ
ノ
理
ア
ル
ベ
シ
、
我
レ
ハ
更
二
深
討
務
白

シ
テ
其
ノ
理
ヲ
聾
サ
ン
」
卜
、
然
レ
ド
モ
星
暦
ノ
務
メ
是
レ
急
ニ

シ
テ
之
ヲ
専
攻
ス
ル
ニ
暇
ア
ラ
ザ
リ
キ
、
晩
節
二
星
暦
ノ
業
概
ネ

成
リ
、
乃
チ
日
ク
「
吾
レ
今
ヨ
リ
則
チ
之
（
解
剖
）
ヲ
専
攻
ス
ベ

シ
」
卜
、
蓋
シ
大
イ
ニ
論
著
セ
ソ
ト
欲
セ
シ
ガ
而
カ
モ
病
二
罹
リ

次
イ
デ
大
故
（
死
）
二
至
ル
、
衆
惜
マ
ザ
ル
者
ナ
シ
』
（
以
上
、

祖
父
諒
ハ
道
弘
、
父
諒
ハ
安
正
（
被
綱
齊
）
、
妻
藤
井
氏
子
無

シ
、
直
ヲ
取
リ
テ
以
テ
嗣
ガ
シ
ム
、
三
兄
ア
リ
、
直
ハ
質
ハ
長

兄
妥
胤
（
披
富
阪
）
ノ
子
ナ
リ
、
（
麟
心

□5
)

系
（
力
）
ケ
テ
曰
フ
。
王
ノ
侯
ノ
日
御
ハ
家
言
コ
レ
執



リ
各
ミ
披
ル
虞
ヲ
殊
（
異
）
ニ
ス
。

中
國
の
昔
周
代
の
王
室
、
そ
の
臣
家
た
る
侯
國
ら
郎
ち
封
建
時

代
に
は
各
國
で
各
々
暦
の
専
門
官
が
あ
っ
て
、
各
々
細
密
な
暦
を

憤
重
に
制
定
し
て
こ
れ
を
使
っ
て
き
て
お
る
。

上
天
ノ
載
ハ
洵
（
マ
コ
ト
）
二
微
ニ
シ
テ
且
ッ
淵
（
フ
カ
）
シ
、

天
臆
の
事
象
は
質
に
深
淵
精
微
で
あ
る
と

彼
ハ
己
ノ
子
（
ナ
ル
ガ
）
之
ヲ
倒
シ
之
ヲ
顛
（
ク
ッ
ガ
ヘ
）
ス

暦
は
東
洋
が
古
く
す
ぐ
れ
て
お
り
、
彼
の
西
欧
羅
巴
人
は
誤
っ

て
お
る
と
観
破
す
、

君
絃
二
興
リ
（
剛
立
が
東
洋
の
わ
が
國
に
生
れ
）
淵
ヲ
究
メ
微

ヲ
剖
（
ヒ
ラ
）
キ
晦
（
カ
イ
、
暗
い
場
所
）
ノ
灯
ノ
如
ク
紛
ノ
鯛

（
ク
ジ
リ
）
ノ
如
ク
其
滸
論
ヲ
聞
ク
ニ
客
ノ
郷
二
蹄
ル
ガ
如
ク

員
賓
根
本
を
究
め
た
の
で
あ
る
。
「
く
じ
り
」
は
象
牙
の
尖
ら

せ
た
も
の
紐
の
結
ば
れ
た
る
な
ど
を
解
く
時
用
う

維
時
丁
己
（
露
政
九
年
〔
一
七
九
七
〕
）
大
イ
ニ
党
政
ヲ
修
メ
令
聞

ノ
薫
ズ
ル
慮
二
蒲
車
ニ
テ
命
ヲ
将
（
モ
ツ
）
テ
セ
シ
モ
、
君
ハ
起

意
ナ
ク
、
乃
チ
其
ノ
徒
（
門
人
）
ヲ
抜
キ
（
抜
擢
推
畢
ス
）
シ
ガ

其
ノ
徒
績
ヲ
底
（
イ
タ
）
ス

寛
政
九
年
の
前
、
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
、
名
君
松
平
越
中
守

定
信
老
中
に
任
じ
謂
は
ゆ
る
寛
政
の
治
の
善
政
（
中
國
党
代
の
如

き
）
を
し
き
寛
政
五
年
退
職
隠
退
し
た
（
そ
の
頃
伊
勢
桑
名
に
轄

封
で
あ
っ
た
が
前
封
地
を
冠
し
て
白
河
柴
翁
と
稲
せ
ら
る
）
そ
の

良
風
の
ち
に
績
け
ら
れ
民
間
學
者
な
ど
の
評
判
高
い
者
に
安
車
を

懐
徳
堂
と
獨
創
科
學
者
麻
田
剛
立

以
て
證
を
厚
う
し
て
召
し
出
す
様
に
命
じ
た
、
剛
立
も
そ
の
一
人

で
召
さ
れ
た
が
君
（
剛
立
）
は
老
年
病
弱
の
故
を
以
て
こ
れ
に
應

ず
る
こ
と
を
僻
退
し
て
、
門
人
の
高
橋
（
披
東
岡
）
至
時
・
間

（
（
ザ
マ
）
重
富
（
琥
長
涯
）
を
抜
擢
推
畢
し
た
、
こ
の
雨
人
逹

は
召
さ
れ
て
江
戸
に
下
り
師
命
を
睦
し
て
改
暦
の
大
業
に
力
を
毒

し
遂
に
寛
政
十
一
年
の
新
暦
を
完
成
し
た
、
そ
の
前
天
明
八
年
正

月
に
は
讃
岐
高
松
か
ら
柴
野
栗
山
（
邦
彦
）
が
幕
府
官
立
の
昇
平

校
儒
官
に
召
さ
れ
更
に
同
年
六
月
に
は
老
中
定
信
闊
西
巡
滸
大
阪

に
束
つ
て
義
を
盛
し
て
懐
徳
堂
學
主
中
井
積
善
（
琥
竹
山
）
を
旅

舘
に
召
じ
忌
憚
な
い
世
務
の
意
見
を
聴
き
（
こ
れ
を
筆
録
奉
呈
し

ボ
ウ

た
の
が
草
茅
危
言
）
後
寛
政
十
一
年
七
月
に
は
竹
山
は
一
代
の
名

著
「
逸
史
十
三
巻
」
（
徳
川
家
康
天
下
平
定
の
功
業
記
事
）
を
呈
し
賞

を
受
け
て
を
る
。

テ
ン

唸
君
（
剛
立
）
ノ
矩
ハ
政
人
孔
（
ハ
ナ
ハ
ダ
）
嘉
ミ
シ
競
ヲ
苗

（
ボ
ウ
）
堂
二
錫
（
タ
マ
）
ヒ
シ
カ
バ
群
朋
束
ッ
テ
慶
ス
、
謂
ハ

ュ
ル
伊
（
コ
ノ
）
人
（
剛
立
）
ハ
ノ
天
士
墓
ム
ト
コ
ロ
ナ
ル
モ
今

ハ
夫
レ
逝
ケ
リ
、
誰
レ
ヵ
嗣
ギ
テ
宗
ト
ナ
ル
ヤ
、
言
ノ
朽
チ
ザ
ル

況
ン
ヤ
其
ノ
徒
（
門
弟
）
ア
リ
、
其
ノ
徒
ハ
ア
リ
ト
雖
モ
吾
ガ

（
剛
立
自
身
ノ
）
病
ヲ
如
何
七
ン
、

ぁ
4
剛
立
の
猿
見
創
作
し
た
規
矩
（
キ
ク
法
則
）
は
幕
府
の
政

府
嘗
局
者
の
嘉
賞
を
獲
て
採
用
せ
ら
れ
、
褒
美
と
し
て
あ
ば
ら
屋

に
住
ん
で
る
剛
立
の
身
睦
を
い
た
わ
っ
て
敷
物
（
テ
ン
、
は
竹
に

て
あ
む
）
を
賜
う
た
の
で
朋
友
逹
が
澤
山
束
て
祝
ひ
喜
ん
で
く
れ

八
四



恨
徳
堂
と
獨
創
科
學
者
麻
田
剛
立

蘇

ク
払
る
咋
雀

J1-9E 

二
貼
、
東
京
茂
串
小
十
郎
蔵

天
風
彩
鵠
欲
二
追
陪
f
回
レ
首
富
春
憶
―
—
鉤
声
箋
金
鞍
應
レ
繋
武
昌
柳
。
黄
菊
型
同
影
澤
盃
。
懐
橘
夢
将
二
雲
水
隔
f
登
レ
櫻
坐
入
斗
牛
開。

高
棲
各
封
俺
門
月
。
想
向
二
郷
園
―
衣
錦
回
。
綾

・
串
二
君
将

I
-
l

従
レ公

赴

二

東

武

云

竺

駕

草

堂

三

浦

晋

（

梅

園

）

そ
こ
に
は

多
く

た
、
ま
こ
と
に
剛
立
は
宇
宙
の
自
然
法
則
を
研
究
し
、
員
理
を
知

ろ
う
と
す
る
人
か
切
羞
す
る
事
象
を
明
ら
め
た
の
で
あ
る
が
、
惜

し
く
も
亡
く
な

っ
た
、
こ
の
後
誰
れ
が
肝
腎
の
員
柱
で
あ
る
剛
立

の
あ
と
嗣
ぎ
と
な
る
だ
ろ
う
か
、
し
か
し
其
稜
表
し
た
研
究
は
永

く
世
に
博
わ
る
の
で
あ
る
。
ま
し
て
剛
立
に
は
立
派
な
門
弟
逹
が

あ
る
、
門
弟
は
あ
り
は
す
る
が
剛
立
が
病
に
た
お
れ
た

こ
と
は
何

と
し
て
も
と
り
返
し
が
つ
か
ぬ
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
こ
東
成
郡
浄
春
寺
と
云
う
寺
に
葬
ら
れ
、

凛
冽
風
想
椒
面
深
゜

生
涯
志
業
思
二
側
述
f

右
寄
示
二
三
子
讀
史

八
五

高
さ
約
四
尺
の
石
標
を
立
て
て
剛
立
の
遺
骸
を
埋
め
た
虞
の
目
じ

る
し
と
し
て
あ
る
。
（
以
上
）

剛
立
の
出
自
は
、
遠
祖
は
源
姓
、
丹
波
國
綾
部
の
産
で
、
鎌
倉

期
に
九
州
豊
後
に
束
っ
て
大
友
氏
に
仕
え
た
菩
族
で
あ
る
。
そ
れサ

キ

が
徳
川
時
代
の
初
め
慶
長
頃
、
可
春
と
い
う
あ
り
豊
後
國
の
園
東

郡
廠
田
荘
に
蹄
農
し
た
、
こ
れ
が
即
ち
剛
立
の
家
祖
に
営
り
郎
ち

九
州
豊
後
綾
部
の
初
代
に
嘗
る
。

可
春
の
子
、
二
代
道
一

、
そ
の
子
三
代
道
弘
初
め
て
儒
と
整
を

殊
憐
讀
史
愛
―
ー
分
陰
f

須
識
良
工
多
云
古
心
f

岡
室（

脇
愚
山
）



以
て
杵
築
藩
主
松
平
氏
に
仕
え
、

か
く
て
そ
の
子
五
代
安
正
（
一

六
七
六

〔延
齋
四
〕
l
-七
五
〇
〔
窟
延
三
〕）

に
博
え
た
、
こ
の
安
正

が
郎
ち
剛
立
の
父
で
、
若
う
し
て
學
を
好
み
、
京
都
伊
藤
東
涯
、

江
戸
の
室
鳩
巣
、

服
部
南
廓
に
學
び
、

特
に
鳩
巣
の
説
に
私
淑

し
、
後
に
程
朱
尊
奉
と
い
っ
た
學
歴
を
つ
ん
で
、
藩
儒
と
な
り
藩

主
四
代
に
歴
仕
し
、
世
子
の
侍
讀
を
も
勤
め
、
後
に
郡
奉
行
の
職

に
上
っ
た
、
花
王
園
集

・
家
庭
指
南
を
著
録
し
、
後
者
に
は
大
阪

．

の
竹
山
か
祓
文
を
記
し
て
お
り
、
そ
の
庭
訓
の
状
が
窺
わ
れ
る
。

門
人
に
は
同
郷
速
見
郡
小
浦
生
れ
の
三
浦
梅
園
（
名
は
晋
、
一
七
二

＿
ニ
ー
一
七
八
九
）
が
出
た
、
後
代
に
わ
た
る
が
梅
園
門
か
ら
は
大
阪

懐
徳
堂
の
逸
材
と
云
わ
れ
た
脇
愚
山
（
名
は
長
之
、
別
琥
閾
究
、
一

七
五
九
ー
一
八
一
四
）
が
出
た
、
愚
山
は
大
阪
に
出
で
竹
山
に
業
を

受
け
蹄
郷
後
そ
の
學
才
み
と
め
ら
れ
て
熊
本
藩
の
辟
に
應
じ
て
、

そ
の
藩
學
時
習
館
に
教
え
た
。
更
に
愚
山
門
か
ら
は
豊
後
の
國
、

日
出
（
ヒ
ジ
）
の
世
臣
で
執
政
と
な
り
、
傍
ら
竪
學
、
蘭
學
、
窺

理
等
を
修
め
、
幕
末
多
事
の
際
、
世
務
有
用
の
學
説
を
唱
道
し
た

帆
足
萬
里
（
嘉
永
五
〔
一
八
五
二
〕
終
七
十
五
隊
）
が
出
て
お
る
、
北

九
州
の
隠
れ
た
世
々
篤
學
の
名
門
綾
氏
の
家
、
こ
の
血
統
を
搬
受

し
て
、
俊
才
剛
立
が
生
れ
た
の
は
偶
然
で
は
な
い
。

叙
上、

大
阪
と
の
交
渉
は
、
嘗
時
、
北
九
州
東
岸
地
園
が
瀬
戸

内
海
の
舟
便
で
、
ワ
リ
合
い
容
易
で
あ
っ
た
に
も
よ
る
の
で
あ
ろ

う
。
綾
部
家
五
代
、
即
ち
安
正
の
長
子
、
名
妥
胤
琥
富
阪
の
墓
に

は
、
中
井
竹
山
が
次
の
如
き
長
文
を
記
し
て
お
る
。

摂
第
堂
と
獨
創
科
學
者
麻
田
剛
立

必

け
↑
碕
ふ

し＃，貨、,＂ど

・
嘔

泳
紅
＆れ
，メ

姜ゞ

こ
設
荻

月
糾
ィ

＆
り

ふょ
ム
閲 八

六

（
妥
胤
（
富
阪
）
上

阪
中
の
作
で
あ
る
）

（
「
懐
徳
堂
先
賢
墨

迩
」
よ
り
）

中
流
ニ
テ
ハ
舟
ハ
月

ノ
如
ク
。
斜
漢
ニ
テ

ハ
月
ハ
舟
ノ
如
シ
。

天
上
二
人
間
會
ス
。

多
惜
一
夜
秋
゜

酔
後
二
流
レ
ニ
陵
イ

テ
下
レ
バ
。
鳴
歌
ハ

知
ル
虞
ナ
シ
。
涼
風

ハ
落
月
ヲ
送
リ
。
残

甕
未
ダ
傾
ヶ
ザ
ル
ノ

時
。

（秋
ノ
一
夜
ノ
作
）

綾
部
妥
胤
草

七
夕
、
竹
山
先
生
、

履
軒
君
（
竹
山
の

弟
）
及
ビ
諸
賢
卜

舟
ヲ
芝
フ
（
舟
遊
）



慨
癒
堂
と
獨
創
科
學
者
麻
田
剛
立

中
節
先
生
綾
部
府
君
墓
誌
銘
（
竹
山
の
詩
文
集
、
霙
陰
集
巻
九

に
牧
む
）
天
明
二
年
壬
寅
の
秋
九
月
三
日
、
西
海
道
豊
後
の
國
杵

築
侯
の
世
臣
綾
部
府
君
卒
す
、
そ
の
友
人
に
て
遠
く
本
藩
に
仕
う

る
三
浦
安
貞
（
披
梅
園
）
が
こ
の
人
の
平
素
の
行
質
を
記
し
ま
た

履
歴
を
し
ら
べ
「
易
」
の
九
五
の
翼
の
語
を
と
っ
て
中
節
先
生
と

お
く
り
名
を
つ
け
た
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。
長
男
の
佐
が
父
の
行

吠
一
篇
を
つ
く
り
涙
な
が
ら
「
誰
れ
か
わ
が
父
を
よ
く
知
っ
て
く

れ
て
お
る
人
で
文
章
を
作
っ
て
く
れ
る
者
が
な
い
か
」
と
色
々
考

へ
た
末
、
遠
い
大
阪
の
某
（
撰
文
者
竹
山
即
ち
自
分
）
に
銘
と
文
を

依
頼
し
て
き
た
、
余
は
君
と
は
中
年
か
ら
の
交
り
で
、
以
後
略
ミ

隔
年
毎
に
會
っ
た
の
で
あ
る
が
、
お
互
い
交
り
は
大
愛
深
い
、
だ

か
ら
學
問
な
く
文
章
も
拙
い
け
れ
ど
も
、
敢
へ
て
こ
と
わ
ら
ず
こ

れ
を
引
き
う
け
て
、
郎
ち
そ
の
一
生
の
略
歴
を
つ
ら
つ
ら
考
へ
そ

の
中
か
ら
要
貼
を
と
り
、
そ
こ
へ
余
が
質
際
見
聞
す
る
と
こ
ろ
を

ま
じ
え
て
書
い
て
見
た
、
君
の
緯
（
本
名
）
は
妥
胤
（
ャ
ス
タ
ネ
）

字
は
伊
承
琥
は
富
阪
通
稲
は
文
右
術
門
、
源
の
姓
、
そ
の
祖
先
が

丹
後
國
の
綾
部
に
住
み
、
（
室
町
時
代
末
、
通
稲
可
春
、
豊
後
図

サ
キ東

郡
麻
田
庄
に
移
り
来
る
（
豊
後
綾
部
氏
初
代
）
曾
祖
父
（
二
代
）

は
名
は
道
一
通
稲
才
蔵
。
祖
父
（
三
代
）
は
道
弘
、
左
兵
術
、
有

終
先
生
。
父
（
四
代
）
は
名
安
正
字
は
惟
木
通
稲
は
進
平
。
母
は

高
橋
氏
そ
の
子
男
女
六
人
、
そ
の
長
子
が
府
君
で
、
寛
保
三
年

（
天
明
二
年
六
十
四
歳
の
歿
年
か
ら
逆
算
し
享
保
四
年
生
れ
、
依
て
廿
五

歳
に
相
嘗
）
祖
業
を
嗣
い
で
出
仕
し
江
戸
に
下
り
延
享
二
年
、
父

八
七

が
隠
退
し
て
家
を
相
績
し
、
江
戸
藩
邸
に
四
年
居
っ
て
蹄
っ
た
、

寛
延
三
年
、
外
銀
に
會
ひ
、
（
何
か
の
事
件
で
、
一
旦
職
を
免
ぜ

ら
れ
後
ゆ
る
さ
る
）
賓
暦
中
累
進
し
て
郡
奉
行
と
な
り
釆
地
を
賜

っ
た
、
こ
れ
は
父
の
時
代
に
こ
の
職
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
故
あ
っ
て

免
ぜ
ら
れ
、
一
旦
釆
地
を
返
し
た
の
が
再
び
元
通
り
復
さ
れ
た
の

で
こ
れ
を
頗
る
光
榮
と
し
た
、
明
和
四
年
藩
内
に
紛
議
起
り
安
永

以
降
、
藩
政
風
れ
た
の
で
、
藩
命
に
依
っ
て
府
君
は
こ
れ
の
経
理

に
映
掌
し
、
四
度
大
阪
に
出
で
一
度
は
そ
の
為
め
江
戸
に
も
下

り
、
そ
の
都
度
往
復
し
そ
の
榜
質
に
多
大
で
あ
っ
た
、
藩
で
は
そ

の
功
績
を
認
め
て
祗
を
加
増
し
た
、
府
君
は
質
に
二
代
の
君
主
に

四
十
年
間
勤
績
し
饉
格
剛
直
で
終
始
愛
ら
ず
、
そ
の
學
動
に
朧
義

あ
り
、
よ
く
自
分
の
正
し
い
と
信
ず
る
意
見
を
申
出
で
、
上
下
か

ら
内
心
は
尊
敬
さ
れ
た
が
、
時
に
敬
遠
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
あ

ま
り
榮
逹
出
来
な
く
、
そ
の
為
め
、
自
分
の
抱
負
は
十
分
に
賓
現

出
束
ず
し
て
終
っ
た
、
こ
の
質
情
を
知
る
者
は
残
念
が
っ
て
お

る
、
府
君
は
若
く
し
て
聰
惹
で
家
學
を
受
け
網
ぎ
精
敏
で
、
十
歳

で
四
書
を
讀
誦
し
、
長
じ
て
は
廣
く
諸
書
を
讀
み
、
そ
の
中
で
も

詩
純
を
愛
讀
し
て
一
字
を
も
誤
ら
な
く
、
ま
た
武
藝
を
も
修
め
最

も
槍
術
に
長
じ
、
十
字
剣
法
を
小
倉
の
大
甘
氏
に
、
乗
馬
を
加
藤

氏
か
ら
習
い
、
又
笠
原
流
の
容
儀
作
法
を
村
上
氏
か
ら
教
え
ら

れ
、
何
れ
も
皆
上
逹
し
た
、
寛
保
中
、
上
京
の
間
奮
誼
に
よ
っ

て
、
堀
川
の
伊
藤
蘭

fl171（
仁
齋
の
第
五
子
）
に
漢
籍
を
學
び
、

あ
る
い
は
宇
野
明
霞
に
詩
を
學
び
、
ま
た
風
竹
亭
（
公
卿
で
敬
し



て
姓
を
記
さ
ざ
る
か
）
に
和
歌
を
學
び
、
江
戸
に
於
て
は
父
の
知

人
の
服
部
南
郭
に
春
秋
を
學
び
、
ま
た
太
宰
春
豪
に
も
學
ん
だ
、

傍
ら
高
子
式
・
鵜
殿
士
寧
に
交
っ
て
紐
史
や
作
文
を
修
め
皆
交
友

睦
じ
く
、
中
で
も
南
郭
に
は
最
も
親
愛
さ
れ
た
が
要
す
る
に
純
な

家
學
を
専
攻
し
て
お
る
。
大
阪
で
は
余
等
兄
弟
（
弟
は
履
軒
）
と

は
殊
に
親
し
く
し
、
ま
た
在
阪
の
片
山
北
海
・
頼
春
水
と
交
り

（
筆
者
同
族
の
羽
倉
三
峰
子
信
郷
〔
東
丸
の
弟
の
子
〕
と
も
詩
友
）
公
職

繁
忙
の
閑
、
膜
々
往
復
し
て
交
り
皆
か
ら
そ
の
雅
量
に
感
服
さ
れ

た
。
常
に
内
心
を
公
平
に
保
ち
慈
悲
厚
く
、
不
幸
な
人
に
は
自
分

の
衣
服
や
食
事
を
節
し
て
こ
れ
を
救
い
、
そ
れ
が
自
分
の
身
よ
り

と
疎
遠
な
者
に
も
分
け
隔
て
な
く
、
其
為
め
家
計
不
如
意
な
こ
と

が
あ
っ
て
も
何
等
意
に
介
し
な
い
、
役
所
で
は
煩
劇
な
仕
事
を
よ

＜
慮
理
し
、
人
か
ら
の
贈
り
物
を
受
け
ず
清
廉
で
、
部
下
や
庶
民

に
信
用
を
得
、
隈
々
疑
獄
を
公
正
に
さ
ば
い
た
。
領
内
を
巡
視
す

る
時
に
は
、
先
ず
孝
悌
の
善
行
者
を
た
づ
ね
て
、
こ
れ
を
上
司
に

申
し
出
で
表
賞
せ
ら
れ
る
様
に
取
り
計
ら
う
と
い
う
風
で
、
常
に

下
情
に
留
意
し
、
隠
れ
た
氣
の
毒
な
者
を
憐
ん
だ
。
こ
れ
ら
は
亡

父
の
逍
志
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
亡
父
に
は
「
家
庭
指
南
」
の

著
が
あ
り
、
（
竹
山
此
雷
に
頼
ま
れ
跛
を
書
く
）
こ
の
書
は
記
事
、
簡

潔
、
具
臆
的
で
、
府
君
の
虞
世
法
は
全
く
こ
の
教
え
に
基
い
た
も

の
で
あ
る
。
藩
で
は
藩
士
の
文
武
雨
面
の
教
育
を
府
君
に
命
じ
、

ま
た
藩
主
の
二
公
子
の
教
育
を
も
託
せ
ら
れ
た
が
、
何
れ
も
そ
れ

ら
に
適
し
た
指
導
を
な
し
、
そ
の
感
化
は
教
育
な
き
者
や
幼
童
を

懐
惹
堂
と
獨
創
科
學
者
廊
田
剛
立

も
服
従
さ
せ
て
お
る
。
父
君
の
死
に
會
っ
た
時
、
正
し
く
三
年
の

喪
に
服
し
た
が
、
し
か
も
勤
務
を
鋏
か
ず
隧
分
苦
傍
し
た
様
で
あ

る
。
も
と
よ
り
家
計
は
節
倹
で
、
妻
子
に
よ
く
分
を
守
ら
し
め
、

屈
人
等
に
過
失
あ
っ
た
時
も
諄
々
教
え
さ
と
し
て
こ
れ
を
罪
す
る

が
如
き
事
を
せ
ず
、
閑
暇
に
は
聖
賢
の
遺
書
を
讀
み
、
書
字
を
習

い
、
吟
詠
を
趣
味
と
し
た
。
初
め
郡
宰
（
郡
奉
行
）
と
な
っ
た
時

、
定
員
一
人
で
部
下
が
な
い
、
藩
で
そ
れ
で
は
手
不
足
だ
ろ
う
と

心
配
し
誰
れ
か
を
附
隔
せ
し
め
よ
う
と
思
っ
た
が
適
者
な
く
府
君

に
こ
れ
を
選
ば
し
め
よ
う
と
し
た
が
、
初
め
は
固
く
僻
し
て
お
っ

た
が
再
三
の
勧
め
で
遂
に
「
然
ら
ば
こ
れ
に
は
、
地
位
や
資
格
や

を
問
わ
ず
、
人
物
で
あ
ら
ば
貴
賤
貧
富
を
問
わ
ず
し
て
よ
い
な
ら

應
じ
よ
う
」
と
申
し
出
た
。
上
司
こ
れ
を
了
承
し
た
。
そ
こ
で
一

農
家
の
小
串
政
俊
と
い
う
者
を
候
補
に
選
び
、
こ
れ
を
口
を
極
め

て
推
畢
し
た
。
上
司
も
止
む
無
く
と
り
上
げ
こ
れ
を
附
け
る
こ
と

に
定
ま
り
、
給
祗
や
地
位
も
府
君
の
意
見
通
り
と
し
た
と
こ
ろ
、

果
し
て
そ
の
手
腕
打
っ
て
つ
け
で
領
民
の
信
用
を
得
た
、
あ
あ
こ

れ
は
中
闊
の
昔
の
公
叔
文
子
の
文
を
為
し
た
の
と
同
じ
（
中
園
の

論
語
、
憲
問
十
四
の
、
公
叔
文
子
が
優
良
の
臣
を
抜
擢
し
た
故

事
、
下
に
も
出
、
つ
）
時
世
に
古
今
の
差
、
地
の
内
外
の
違
い
あ
る

が
、
お
の
れ
を
捨
て
て
君
に
仕
う
る
事
を
主
に
し
た
の
は
同
じ
で

あ
り
府
君
が
全
く
選
ぶ
に
人
物
を
第
一
と
し
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
余
嘗
て
大
阪
の
西
町
奉
行
京
極
伊
予
守
（
名
は
高
主
）
に
招

か
れ
講
義
の
時
こ
の
文
子
升
公
の
章
に
つ
い
て
説
明
し
た
ら
感

八
八



恨
徳
堂
と
獨
創
科
學
者
麻
田
剛
立

二

、

剛

立

の

業

蹟

嘆
さ
れ
そ
の
姓
字
を
書
か
れ
た
。
そ
の
後
、
府
下
の
蔵
屋
敷
等
で

問
題
起
れ
ば
（
駐
在
交
代
期
の
厳
守
の
件
の
如
し
）
官
命
じ
て
督

責
し
た
こ
と
度
々
で
あ
り
、
杵
築
藩
も
こ
の
弊
あ
っ
た
が
府
君
力

を
霊
し
こ
の
期
日
の
厳
守
を
守
ら
せ
た
。
こ
れ
は
安
永
年
間
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

府
君
は
大
島
氏
を
要
り
男
女
各
々
三
人
を
生
み
、
長
男
の
佐
が

あ
と
を
相
績
し
次
男
守
、
三
男
の
直
は
他
家
の
養
子
と
な
っ
た

（
直
は
剛
立
の
養
嗣
）
三
女
子
は
皆
嫁
い
で
お
る
。
君
は
急
病
の

為
め
二
日
間
床
に
つ
い
て
逝
き
享
年
六
十
六
、
藩
内
で
は
皆
哀
悼

し
た
。
そ
の
墓
は
藩
内
の
速
水
郡
中
原
山
の
祖
先
の
墓
域
で
あ

る
。
銘
は
次
の
通
、

在
世
の
間
、
常
に
起
居
は
古
人
の
風
に
倣
ひ
、
俗
世
界
の
中

に
在
つ
て
昔
の
聖
賢
の
教
え
を
手
本
と
し
た
。
文
武
の
學
術
を

修
め
、
一
藩
に
推
重
せ
ら
れ
、
父
祖
以
束
の
よ
い
家
庭
の
風
を

緞
い
だ
の
は
府
君
で
あ
り
、
中
原
山
に
墓
石
を
作
り
、
そ
れ
に

偉
蹟
を
書
い
て
お
く
（
以
上
）

諸
虞
に
注
解
を
し
た
か
ら
説
明
を
省
略
す
る
。
こ
の
兄
、
富
阪

は
弟
剛
立
よ
り
十
七
歳
の
年
長
で
撰
文
者
竹
山
よ
り
十
三
歳
長
じ

た
。
こ
の
墓
文
、
頗
る
委
曲
を
盛
し
、
長
文
丁
寧
再
三
、
継
々
説

き
束
り
、
マ
コ
ト
に
碩
儒
竹
山
が
亡
友
富
阪
を
追
偲
す
る
の
情
、

躍
如
た
る
も
の
が
あ
る
。

八
九

こ
の
項
に
は
剛
立
の
天
文
、
暦
學
及
び
醤
學
分
野
の
業
績
を
略

絞
す
る
。

元
来
暦
は
古
く
未
開
時
代
に
既
に
考
案
さ
れ
た
も
の
で
、
わ
が

國
の
古
語
の
「
日
ジ
リ
」
に
中
國
漢
字
の
「
聖
」
を
あ
て
て
主
櫂

者
の
天
皇
を
象
徽
し
て
お
る
が
、
「
日
ヲ
知
ル
、
シ
ロ
シ
メ
ス
」

最
高
道
徳
者
で
あ
る
べ
き
君
主
が
國
を
統
治
す
る
為
め
の
方
途
の

メ
ド
に
、
最
高
紳
聖
の
語
訓
を
偶
意
し
て
、
な
る
べ
く
正
確
な
天

骰
星
宿
の
運
行
を
観
察
追
究
し
、
こ
れ
を
軌
準
と
し
て
定
め
た
も

の
、
そ
れ
が
形
式
化
賀
用
化
さ
れ
た
も
の
が
暦
（
コ
ヨ
ミ
）
で
、

こ
れ
に
依
っ
て
一
般
図
民
の
日
々
の
行
為
が
順
序
よ
く
規
正
さ

れ
、
平
和
に
治
ま
っ
て
行
く
と
い
う
頗
る
重
要
な
も
の
で
、
か
の

中
國
の
経
書
の
中
の
古
史
「
春
秋
」
に
「
春
、
王
ノ
正
月
」
の
用

語
が
あ
り
、
営
時
の
王
室
の
周
の
王
の
制
定
し
た
暦
な
る
こ
と
を

明
示
し
て
お
る
の
で
あ
る
。
現
在
、
種
々
の
文
書
の
終
り
に
、
元

琥
月
日
を
一
字
下
げ
て
字
を
小
さ
く
し
て
概
ね
書
か
れ
て
あ
る

が
、
中
園
の
碑
文
や
文
書
を
見
る
と
、
左
様
な
年
琥
月
日
は
、
本

文
と
同
じ
大
き
さ
で
文
字
も
下
げ
ず
、
謂
わ
ば
大
書
し
て
お
る
の

を
見
て
も
、
暦
と
い
う
も
の
が
重
視
さ
れ
、
年
琥
が
主
櫂
者
で
あ

る
國
王
天
子
の
制
定
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
恨
訳
に
取

り
扱
い
饉
書
し
て
お
る
こ
と
が
窺
い
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

古
い
こ
と
は
お
く
と
し
て
、
わ
が
図
の
暦
法
は
ム
ロ
ン
善
隣
で

先
進
の
中
國
か
ら
他
の
文
化
と
共
に
移
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
れ
は
永
い
間
、
朝
廷
の
官
、
中
務
省
の
中
の
一
寮
、
陰



洟
徳
堂
と
獨
創
科
學
者
麻
田
剛
立

（
リ
ョ
ウ
）
に
明
示

陽
寮
に
於
て
掌
ら
れ
て
き
た
こ
と
は
「
令
」

さ
れ
て
お
る
。
令
の
義
解
（
ギ
ゲ
）
に

陰
陽
寮
頭
一
人
、
天
文
暦
数
、
風
雲
ノ
氣
色
ヲ
ル

の
條
文
が
あ
り
、
深
淵
で
不
可
解
な
天
行
の
愛
異
に
よ
る
迷
信
行

事
を
も
掌
っ
た
が
、
そ
こ
に
暦
博
士
一
人
、
暦
生
十
人
等
あ
り
、

こ
の
暦
は
賓
務
で
、
平
安
初
期
、
賀
茂
氏
が
初
め
て
暦
博
士
と
な

り
、
初
め
陰
陽
頭
、
天
文
博
士
を
も
兼
ね
た
が
、
後
天
文
道
は
安

倍
姓
に
博
え
、
要
す
る
に
そ
の
後
、
暦
に
つ
い
て
は
陰
陽
道
中
の

一
事
務
と
し
て
こ
の
雨
姓
が
相
承
受
け
緞
い
だ
の
で
あ
る
。
そ
し

て
鎌
倉
以
後
、
政
櫂
武
家
の
手
に
移
っ
て
か
ら
も
、
同
じ
く
室
町

時
代
を
経
て
徳
川
の
初
世
ま
で
、
朝
廷
の
一
政
務
と
し
て
、
こ
れ

ら
朝
臣
の
世
襲
家
に
依
っ
て
暦
法
の
術
は
取
り
扱
わ
れ
て
き
た
の

で
あ
る
。

戦
國
風
離
を
経
て
太
平
の
基
が
成
っ
た
徳
川
時
代
、
一
般
文
化

漸
く
開
け
且
つ
廣
く
復
興
し
、
そ
れ
が
上
下
階
層
に
行
き
わ
た
る

に
従
っ
て
、
こ
の
天
文
暦
學
の
研
究
も
、
民
間
人
の
手
に
依
っ
て

な
さ
れ
た
。
こ
の
研
究
に
於
て
殆
ん
ど
劃
期
的
な
業
績
を
樹
て
た

の
が
保
井
春
海
で
あ
る
。

春
海
は
京
都
生
れ
（
寛
永
十
六
〔
一
六
三
九
〕
）
、
本
姓
は
藤
中
氏
、

縁
あ
っ
て
江
戸
幕
府
碁
（
ゴ
）
所
四
家
の
中
の
一
家
安
井
算
哲
の

養
子
と
な
り
、
後
に
保
井
と
改
め
父
の
職
を
継
ぎ
、
春
海
と
披

し
、
天
文
暦
學
を
修
め
自
ら
天
餞
観
測
を
行
い
そ
の
器
械
を
も
造

っ
と
云
う
。
そ
の
名
盤
は
徳
川
幕
府
常
路
に
も
聞
え
、
寛
文
十

た

ゼ
イ

一
年
（
一
六
七
一
）
五
代
将
軍
網
吉
に
召
さ
れ
て
講
説
し
た
。
か

か
る
努
力
が
追
々
賓
を
結
び
、
上
表
な
ど
再
三
の
意
見
具
申
に
依

っ
て
、
貞
享
元
年
(
-
六
八
四
）
の
改
暦
に
嘗
っ
て
は
、
京
都
の
世

襲
家
の
公
卿
土
御
門
（
ッ
チ
ミ
カ
ド
）
家
（
安
倍
姓
）
が
江
戸
に

下
向
す
る
な
ど
、
そ
の
苦
辛
折
衝
迂
餘
曲
折
を
経
て
、
春
海
は
始

め
て
幕
府
に
作
ら
れ
た
暦
職
天
文
方
の
初
代
と
な
り
、
謂
わ
ば
そ

の
質
際
事
務
が
江
戸
に
移
り
、
京
都
の
世
襲
家
は
そ
の
完
成
後
こ

れ
の
認
證
に
嘗
り
、
天
皇
に
執
奏
し
、
勅
裁
を
罷
る
と
い
う
、
謂

わ
ば
敬
せ
ら
れ
て
は
お
る
が
、
名
あ
っ
て
質
な
き
ロ
ボ
ッ
ト
的
存

在
の
観
を
呈
す
る
に
至
っ
た
。
だ
か
ら
わ
が
図
の
改
暦
等
郎
ち
図

暦
制
定
の
劃
期
的
現
象
で
、
こ
の
主
動
者
は
賓
に
春
海
そ
の
人
で

そ
の
功
倶
に
偉
大
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
春
海
は
誹
道
を
山
崎
垂

加
に
受
け
た
の
で
、
同
門
の
伏
見
稲
荷
社
家
の
大
山
為
起
と
は
か

り
、
自
撰
の
長
暦
に
う
や
う
や
し
く
署
名
し
て
、
伊
勢
大
誹
宮
や

稲
荷
等
の
大
祉
に
寄
進
し
て
お
る
。

つ
い
で
名
君
八
代
賭
軍
吉
宗
と
な
っ
て
は
、
賂
軍
自
ら
が
天
鶴

観
測
を
試
み
る
と
い
う
如
き
熱
心
ぶ
り
、
元
文
五
年
に
は
有
名
な

サ
ッ
マ
芋
先
生
青
木
昆
陽
、
ま
た
伊
勢
人
野
呂
元
丈
が
そ
の
旨
を

受
け
て
和
蘭
學
を
修
め
、
従
っ
て
暦
學
に
於
て
も
、
公
然
西
欧
の

暦
法
書
の
移
入
を
見
る
に
至
っ
た
。
こ
の
少
し
後
に
出
た
の
が
即

ち
剛
立
で
あ
る
。

剛
立
は
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
二
月
六
日
、
杵
築
に
生
れ
、

幼
時
か
ら
性
犀
利
俊
敏
、
如
何
な
る
動
機
か
ら
か
知
る
由
な
い

九
〇



懐
徳
堂
と
獨
創
科
學
者
廊
田
剛
立

が
、
特
に
星
や
空
に
興
味
を
惑
じ
、
未
だ
脊
に
負
わ
れ
る
頃
、
泣

い
て
お
っ
て
も
星
の
話
を
す
る
と
泣
き
止
ん
だ
と
の
挿
話
が
あ
り

、
七
歳
の
時
、
爪
で
橡
側
の
板
に
太
陽
の
日
ざ
し
の
印
を
つ
け
、

冬
至
ま
で
日
足
が
追
々
北
へ
の
び
て
行
き
、
そ
れ
が
夏
至
ま
で
南

方
へ
追
々
縮
ま
っ
て
行
く
こ
と
を
誤
測
し
て
人
に
話
し
た
こ
と
な

ど
が
唯
一
の
語
り
草
と
し
て
偲
っ
て
お
る
。
全
く
紳
童
と
云
う
べ

き
で
、
要
す
る
に
子
供
の
時
か
ら
、
空
や
星
の
虫
で
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
れ
が
年
を
重
ぬ
る
に
従
い
、
そ
の
観
測
賓
瞼
も
追
々
具

鶴
化
機
械
化
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
未
だ
郷
里
豊
後
に
あ
る
の

間
、
日
月
食
を
賞
測
し
た
記
録
が
東
京
天
文
憂
に
博
わ
る
が
、
そ

れ
を
抄
記
す
れ
ば
次
の
通
で
あ
る
。

賓
暦
七
、
十
二
、
十
五
（
廿
六
歳
）
、
月
食
（
注
記
略
、
以
下

同
）
。
同
十
三
、
九
、
一
、
日
食
。
明
和
二
、
七
、
十

四
、
月
食
了
る
。
同
三
、
正
、
十
七
、
月
食
。
同
四
、

六
、
十
六
、
月
食
。
同
五
、
十
一
、
十
五
、
月
食
。

こ
れ
は
唯
日
月
食
の
買
測
を
止
め
て
お
る
の
み
で
あ
る
が
、
か

か
る
観
測
は
到
底
肉
眼
の
み
で
な
し
得
る
も
の
で
な
い
、
そ
れ
に

は
諸
設
備
特
に
器
具
機
械
、
羞
遠
鏡
、
渾
天
儀
、
更
に
時
計
の
如

き
を
要
し
た
の
で
、
か
か
る
準
備
、
下
ご
し
ら
へ
に
つ
い
て
も
種

々
の
案
出
が
な
さ
れ
、
工
作
的
榜
力
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
時

計
、
羞
遠
鏡
は
明
ら
か
に
創
作
が
な
さ
れ
て
お
る
。
あ
る
い
は
レ

ン
ズ
磨
り
も
や
っ
た
で
あ
ろ
う
。

こ
の
郷
里
に
あ
る
廿
歳
前
後
頃
か
ら
は
、
好
む
と
こ
ろ
の

九

殊
に
天
文
や
瞥
學
部
門
の
も
の
を
捜
し
求
め
て
、
そ
れ
を
貪
り
讀

ん
で
お
る
。
墓
の
文
に

困
苦
勉
勘
二
十
餘
年
、
師
受
ス
ル
ト
コ
ロ
ナ
ク
シ
テ
而
カ
モ
大

方
ソ
ノ
法
二
通
ズ

と
あ
る
の
は
郎
ち
こ
れ
を
述
べ
て
お
る
の
で
、
こ
の
間
、
約
後
半

は
藩
瞥
の
職
に
あ
っ
た
が
、
な
お
閑
あ
れ
ば
讀
書
と
、
或
い
は
不

十
分
な
機
械
を
自
作
し
て
天
臆
観
測
な
ど
を
試
み
、
そ
し
て
自
分

の
一
生
間
の
研
究
の
メ
ド
計
書
憂
立
て
た
様
に
見
ら
れ
る
。
こ
の

間
の
天
明
五
年
六
月
朔
、
剛
立
に
は
父
綱
齊
の
逍
弟
の
三
浦
梅
園

か
ら
の
束
書
に

賓
暦
年
中
、
子
（
剛
立
ヲ
指
ス
）
猶
ホ
藩
ニ
ア
リ
頒
暦
二
食

（
日
食
）
ヲ
記
ス
ヲ
失
フ
、
子
、
獨
リ
曰
ク
「
九
月
朔
、
日
食

ニ
嘗
ル
」
卜
。
子
ガ
弱
冠
ナ
ル
ヲ
以
テ
人
多
ク
信
ゼ
ザ
リ
キ
。

期
二
至
レ
バ
果
シ
テ
ソ
ノ
言
ノ
如
ク
違
〈
ズ
云
ミ

と
あ
る
如
き
創
見
を
以
て
同
學
を
驚
嘆
さ
せ
て
お
る
。
こ
れ
は
賓

暦
四
年
の
こ
と
で
あ
る
。

剛
立
一
代
に
於
け
る
こ
の
面
の
業
績
は
要
約
し
て
、
大
阪
に
出

て
か
ら
の
門
弟
高
橋
東
岡
が
次
の
如
く
述
べ
て
お
る
。
東
岡
は
剛

立
の
在
阪
中
、
大
阪
で
の
幕
府
か
ら
差
遣
任
命
の
最
高
の
官
、

「
城
代
」
（
大
阪
は
幕
府
直
轄
即
ち
天
領
で
、
藩
で
な
く
従
っ
て
藩
主
な

く
城
主
相
嘗
の
官
の
代
理
の
意
、
こ
れ
に
は
概
ね
五
萬
石
以
上
の
徳
川
譜

代
の
大
名
が
充
て
ら
る
）
の
次
位
の
定
番
職
（
ジ
ョ
ウ
バ
ン
、
概
ね
一

萬
石
程
度
で
二
名
）
所
励
の
代
々
大
阪
定
住
の
同
心
職
の
家
の
生
れ



で
、
こ
の
學
を
好
み
、
剛
立
の
業
を
受
け
た
。
通
稲
作
左
術
門
名

は
至
時
、
琥
東
岡
で
あ
る
。
東
岡
は
地
元
大
阪
の
質
商
の
老
舗

（
シ
ニ
セ
）
十
一
屋
、
間
（
ハ
ザ
マ
）
五
郎
兵
術
、
名
重
富
、
琥

長
涯
と
共
に
剛
立
の
同
門
お
互
い
切
嵯
の
間
柄
、
こ
の
二
人
は
寛

政
の
幕
府
改
暦
に
嘗
り
、
師
剛
立
の
推
畢
で
、
師
に
代
っ
て
江
戸

の
天
文
方
の
職
に
就
い
て
改
暦
に
力
を
致
し
こ
れ
を
成
功
さ
せ
た

の
で
あ
る
。
こ
の
大
阪
人
間
長
涯
も
幼
少
で
既
に
天
文
に
興
味
を

寄
せ
十
二
歳
の
時
、
天
文
を
観
測
す
る
為
め
の
天
臆
を
形
示
す
る

渾
（
コ
ン
）
天
儀
を
試
作
し
た
と
い
う
如
き
天
才
的
天
文
學
者
で

あ
る
。
そ
れ
が
東
岡
と
同
じ
く
剛
立
に
入
門
し
て
大
成
し
た
の
で

あ
る
。東

岡
が
師
説
を
ま
と
め
作
っ
た
「
増
修
消
長
法
」
の
序
文
中
に

前
略
昔
か
ら
の
暦
書
の
中
で
、
か
か
る
精
し
い
も
の
は
な
い
。

こ
れ
ま
で
ま
と
め
上
げ
る
の
に
如
何
に
苦
辛
し
努
力
が
な
さ
れ

た
か
が
窺
い
知
ら
れ
る
。
近
頃
中
図
か
ら
移
入
し
た
「
暦
象
考

成
後
編
」
や
オ
ラ
ソ
ダ
か
ら
入
貢
し
た
西
欺
の
暦
書
を
見
て
、

こ
れ
を
そ
れ
ら
の
外
来
の
も
の
と
比
べ
て
見
る
と
全
く
不
思
議

な
程
、
師
の
剛
立
が
獨
力
で
工
夫
し
作
っ
た
も
の
に
符
合
す
る

と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
れ
は
全
く
の
暗
合
で
惑
心
す
る
外
は
な

い
。
西
欧
の
暦
術
は
官
に
箭
し
い
が
未
だ
こ
の
消
長
の
法
あ
る

を
聞
か
な
い
、
獨
り
わ
が
國
に
は
こ
れ
が
あ
る
。
質
は
自
分
は

暦
學
で
は
、
今
迄
は
我
園
は
西
欺
の
そ
れ
に
は
太
刀
打
で
き
な

い
と
思
っ
て
を
っ
た
が
、
恐
ら
く
こ
の
消
長
法
を
見
せ
た
ら
我

恢
惹
堂
と
獨
創
科
學
者
麻
田
剛
立

の
暦
學
が
進
歩
し
て
を
る
一
面
を
誇
る
に
足
る
も
の
が
あ
り

又
か
か
る
暦
を
作
っ
た
日
本
人
が
あ
る
事
を
盤
を
大
に
し
て
語

る
に
足
る
と
思
う
（
意
諄
）

書
い
て
お
る
。
消
長
法
と
は
天
睦
の
運
行
に
依
る
長
短
、
大

小
、
盛
衰
、
伸
縮
等
の
麦
化
を
示
す
為
め
抽
象
的
継
括
的
に
使
用

し
た
語
で
、
こ
れ
の
法
は
郎
ち
隈
次
永
年
の
観
測
賞
瞼
の
苦
辛
に

依
り
蹄
結
を
求
め
る
方
法
手
段
運
算
法
で
、
こ
れ
が
暦
作
成
の
基

礎
で
あ
り
途
中
の
工
作
で
あ
り
、
勿
論
こ
の
種
の
考
究
は
、
既
に

中
園
宋
代
か
ら
更
に
下
っ
て
西
欧
に
於
て
も
な
さ
れ
て
お
る
が
剛

立
は
そ
れ
ら
に
あ
き
足
ら
ず
更
に
堀
り
下
げ
前
人
未
到
の
域
に
及

ん
で
お
る
の
で
こ
れ
を
東
岡
は
激
稲
し
た
の
で
あ
る
。

質
に
剛
立
の
か
か
る
業
績
は
全
く
獨
學
で
師
尚
な
く
、
古
書
を

盲
信
せ
ず
永
年
の
涙
ぐ
ま
し
い
賓
瞼
の
結
果
の
集
積
せ
ら
れ
た
も

の
で
、
こ
れ
が
彼
れ
の
こ
の
道
研
鑽
の
殆
ん
ど
集
約
大
成
の
記
録

と
云
う
も
過
言
で
な
か
ろ
う
。
出
阪
後
、
間
も
な
く
し
て
彼
れ
が

廠
田
流
の
天
文
學
の
名
葬
を
博
し
た
の
は
貝
に
営
然
で
、
前
掲
の

中
井
撰
文
に
も
、
そ
の
創
見
の
精
緻
を
消
長
求
食
法
に
要
約
し
て

嘗
時
の
西
欧
學
説
も
及
ば
な
か
っ
た
こ
と
を
特
筆
し
て
お
る
の
は

抽
象
的
で
は
あ
る
が
よ
く
賀
情
に
即
し
た
批
判
で
あ
る
。

こ
の
書
は
寛
政
四
、
五
年
頃
郎
ち
そ
の
晩
年
に
漸
く
一
應
ま
と

め
ら
れ
尚
お
生
を
終
る
ま
で
修
補
に
努
め
た
様
で
そ
れ
が
稿
本
と

し
て
残
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
か
か
る
研
究
が
高
橋
・
間
の
二
門
人
の
手
に
依
り
増
修

九



恨
徳
堂
と
獨
創
科
學
者
麻
田
剛
立

さ
れ
、
寛
政
改
暦
に
際
し
重
要
な
資
料
と
な
り
、
そ
の
一
本
が
上

述
の
廷
臣
の
暦
官
土
御
門
陰
陽
ノ
頭
泰
榮
の
許
に
も
呈
出
さ
れ
て

お
る
。
か
か
る
殆
ん
ど
畢
世
の
業
、
未
曾
有
の
研
究
成
果
を
畢
げ

る
ま
で
の
剛
立
の
不
休
の
質
瞼
賓
測
等
の
苦
辛
の
一
々
は
恐
ら
く

想
像
以
上
で
、
到
底
筆
に
盛
せ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

剛
立
の
遺
著
と
し
て
博
う
る
も
の
、
前
記
の
消
長
法
の
外
、
賓

瞼
録
推
歩
法
（
天
明
六
、
在
大
阪
中
、
四
十
六
歳
）
西
洋
暦
法
考

（
寛
政
元
）
が
あ
る
。
該
博
な
る
剛
立
一
生
の
研
究
は
断
じ
て
こ

れ
ら
二
、
三
の
筆
述
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。

幸
い
に
し
て
そ
の
研
究
は
、
出
藍
の
臀
あ
る
上
述
高
橋
・
間
の

二
門
弟
に
さ
な
が
ら
椴
承
せ
ら
れ
、
二
人
は
師
剛
立
の
推
畢
に
依

っ
て
寛
政
改
暦
と
云
う
國
家
的
事
業
に
参
甕
の
為
め
江
戸
に
下
っ

て
、
立
派
に
こ
れ
を
完
成
し
、
十
二
分
に
師
名
を
も
顕
表
す
る
に

至
っ
た
。
剛
立
賑
位
の
榮
光
は
多
分
は
こ
れ
ら
門
人
の
師
説
博
承

に
よ
る
の
で
あ
る
。
な
お
又
、
こ
の
二
人
よ
り
は
年
長
の
剛
立

門
、
大
阪
町
人
、
雨
替
商
升
屋
（
マ
ス
ャ
）
の
番
頭
で
好
學
且
つ

博
學
の
山
片
芳
秀
（
披
蝠
桃
）
こ
れ
は
懐
徳
堂
中
井
竹
山
•
履
軒

兄
弟
に
儒
學
を
承
け
、
そ
の
學
的
論
理
を
基
と
し
地
理
、
天
文
、

鰹
演
、
蘭
學
に
ま
で
思
ひ
を
馳
せ
奇
書
「
夢
ノ
代
」
十
二
巻
（
日

本
紐
演
双
書
二
十
五
巻
に
牧
め
ら
る
）
を
著
わ
し
、
そ
の
中
に
は

剛
立
の
師
説
を
撒
充
し
て
有
名
な
地
動
説
等
を
披
表
し
た
の
で
あ

る
。
以
上
、
後
に
も
こ
と
わ
る
が
こ
こ
に
は
唯
、
天
文
暦
學
の
一

端
に
止
め
て
次
に
醤
學
に
つ
い
て
述
べ
る
。

九

剛
立
の
薔
學
に
つ
い
て
は
、
さ
き
頃
本
誌
に
拙
稿
「
懐
徳
堂
と

瞥
學
ま
た
習
家
」
の
題
名
で
、
寄
せ
て
お
い
た
か
ら
、
再
び
こ
こ

に
繰
り
返
さ
ず
、
唯
そ
の
要
旨
の
み
に
止
め
て
お
く
、
郎
ち
そ
れ

は
中
井
履
軒
（
別
琥
幽
人
）
自
筆
の
逍
著
「
越
俎
弄
筆
」
に
つ
い

て
で
あ
る
。

こ
の
書
は
安
永
二
年
履
軒
四
十
二
歳
の
筆
録
で
、
剛
立
は
四
十

歳
、
大
阪
に
出
て
未
だ
数
年
内
の
事
で
、
剛
立
が
大
阪
で
整
を
開

業
し
治
病
に
従
事
の
傍
ら
天
文
研
究
の
閑
に
、
整
學
特
に
人
臆
解

剖
に
思
い
を
酒
め
こ
れ
を
質
行
し
た
賓
相
を
履
軒
が
見
て
、
こ
れ

の
説
明
を
啓
蒙
的
な
わ
か
り
や
す
い
書
下
シ
文
で
記
し
更
に
文
意

を
助
け
る
為
め
自
ら
密
圏
を
霊
い
た
も
の
で
あ
り
、
履
軒
が
そ
の

旨
を
序
文
に
書
い
て
お
る
。
謂
わ
ば
剛
立
の
解
剖
業
績
を
履
軒
が

代
っ
て
書
き
記
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

こ
の
書
は
既
に
早
く
瞥
學
界
に
は
知
ら
れ
て
お
り
、
儒
者
履
軒

の
著
な
る
こ
と
も
序
文
署
名
で
明
ら
か
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
が
剛

立
の
學
説
な
る
こ
と
は
知
ら
れ
ず
過
ぎ
て
き
た
慮
、
解
剖
學
専
攻

の
日
本
醤
史
學
會
小
川
鼎
三
氏
（
大
分
縣
人
）
に
依
っ
て
、
そ
の

内
容
が
再
検
討
さ
れ
、
そ
の
所
論
の
卓
越
せ
る
こ
と
か
ら
、
序
文

中
の
「
豊
國
麻
子
」
に
着
眼
し
、
そ
れ
が
「
豊
後
國
人
麻
田
剛

立
」
の
略
な
る
こ
と
を
看
破
し
て
、
こ
こ
に
始
め
て
、
叙
上
の
通

り
確
認
を
得
る
に
至
り
、
今
迄
は
往
々
履
軒
そ
の
人
も
唯
書
箆

（
ロ
ク
）
中
に
お
っ
て
鰹
書
の
訓
詰
（
コ
）
注
繹
に
消
光
す
る
頑

儒
視
さ
れ
て
お
っ
た
の
が
、
か
か
る
新
進
の
賓
證
科
學
に
も
理
解



の
盛
な

が
あ
っ
た
と
見
直
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
更
に
剛
立
は
前
出
の
父
の

門
弟
年
長
兄
視
の
郷
里
同
學
三
浦
梅
園
に
数
回
に
わ
た
っ
て
、
犬

猫
の
生
骰
を
剥
殺
し
、
直
後
に
解
剖
を
行
っ
て
知
り
得
た
詳
細
を

報
じ
た
こ
と
が
、
梅
園
の
著
「
造
物
餘
詞
」
に
載
せ
て
紹
介
せ
ら

れ
て
お
る
。
剛
立
の
瞥
學
は
天
文
暦
學
と
同
じ
く
鋭
い
創
見
に
富

む
も
の
で
あ
る
が
、
自
ら
が
著
録
を
他
え
ず
、
し
か
し
中
井
、
三

浦
の
二
賢
に
よ
っ
て
幸
い
に
紹
介
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

剛
立
は
明
和
八
年
舟
八
歳
、
そ
の
學
の
大
成
を
期
し
て
遂
に
大

阪
に
出
た
。
そ
の
前
年
頃
、
剛
立
は
藩
主
に
従
っ
て
江
戸
に
下

り
、
蹄
途
、
大
阪
に
立
ち
寄
っ
て
お
る
（
碑
文
）
。
或
い
は
そ
の

際
、
兄
の
心
友
竹
山
ら
に
、
事
前
に
、
自
分
の
早
晩
の
出
阪
に
つ

い
て
衷
情
を
披
握
し
て
希
願
し
た
か
も
わ
か
ら
ぬ
。
要
す
る
に
彼

れ
の
出
阪
は
頗
る
憤
重
に
考
え
ぬ
い
た
上
で
な
さ
れ
た
様
で
あ

る。
前
年
、
私
は
學
會
に
於
て
、
剛
立
の
随
分
長
文
の
一
消
息
を
紹

介
し
た
が
、
そ
の
用
語
行
文
、
頗
る
丁
寧
、
よ
く
ア
テ
名
人
の
心

情
を
付
度
し
て
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
い
と
い
っ
た
風
で
、
そ
の
性
情

の
一
斑
を
窺
知
し
得
た
の
で
あ
る
が
要
す
る
に
、
彼
れ
が
門
人
逹

を
誘
披
指
導
し
た
姿
勢
態
度
も
、
こ
れ
又
腹
蔵
な
く
秘
を
開
い
て

懇
切
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
と
想
わ
れ
る
。

剛
立
が
そ
の
住
を
大
阪
に
選
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
は
種
々
考
え

ら
れ
る
。

大
阪
は
常
時
で
も
殆
ん
ど
全
國
第
一
の
商
都
、

ま
た
生
産
地
で
、
且
つ
物
資
集
散
の
地
で
あ
る
。
彼
れ
の
最

も
要
求
す
る
物
件
は
、
天
文
観
測
及
び
こ
れ
に
附
帯
闊
連
の
器
具

機
械
で
あ
る
。
展
々
微
小
な
機
械
部
品
を
要
し
た
の
で
あ
る
。
嘗

時
に
於
て
、
か
か
る
も
の
を
容
易
に
入
手
し
得
る
の
は
、
恐
ら
く

大
阪
の
地
が
最
適
で
あ
っ
た
ろ
う
。

近
頃
、
自
動
車
産
業
部
門
で
鋏
陥
車
が
話
題
に
の
ぼ
る
。
コ
レ

は
思
う
に
、
わ
が
園
の
部
品
産
業
が
な
お
跛
行
的
で
、
ム
シ
ロ
廉

債
微
小
な
部
品
の
不
足
か
ら
起
る
の
で
あ
る
。
前
年
ヮ
レ
ラ
事
麦

應
召
で
、
北
支
北
京
に
あ
る
の
際
、
車
廠
に
多
く
の
カ
ー
が
永
く

停
頓
放
置
さ
れ
て
お
る
の
を
見
、
賓
情
を
聞
く
に
、
そ
の
頃
は
未

だ
ェ
ン
ジ
ン
部
品
の
一
部
の
生
産
が
遅
れ
て
お
っ
た
様
で
、
そ
れ

ブ

デ

マ

ら
が
破
損
す
れ
ば
、
そ
の
補
充
入
手
が
困
難
で
、
か
か
る
無
様
窮

情
を
露
呈
し
、
恐
ら
く
こ
れ
が
延
い
て
戦
力
の
推
進
を
さ
ま
た
げ

た
ろ
う
と
思
わ
れ
た
が
、
荀
く
も
模
械
の
整
備
に
は
簡
輩
な
小
部

品
の
整
備
を
要
す
る
こ
と
、
今
昔
同
じ
で
あ
り
、
剛
立
の
時
代
に

ス
ウ

は
、
郷
里
の
邊
諏
豊
後
で
は
、
こ
れ
ら
の
入
手
が
困
難
で
あ
り
、

か
か
る
面
か
ら
も
商
都
大
阪
を
設
適
と
選
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
出
阪
は
明
和
八
年
で
、
彼
れ
は
こ
こ
に
定
住
す
る
こ
と
ニ

十
八
年
遂
に
大
阪
で
終
っ
た
。
こ
の
明
和
八
年
に
は
、
後
の
門

人
、
高
橋
東
岡
は
未
だ
八
歳
、
間
長
涯
は
十
六
歳
で
あ
る
。
二
人

が
入
門
し
た
の
は
早
く
も
五
年
乃
至
十
年
の
後
で
あ
ろ
う
。
郷
里

質
家
の
兄
、
妥
胤
は
剛
立
出
阪
約
十
年
の
後
ま
で
存
命
で
あ
っ

た
。
こ
れ
も
恐
ら
く
剛
立
に
後
憂
な
か
ら
し
め
た
事
で
あ
ら
う
。

九
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剛
立
は
幸
い
に
し
て
琶
家
で
あ
り
、
出
阪
後
、
本
町
四
丁
目
に

業
を
開
い
て
、
一
般
病
息
の
請
に
應
じ
て
治
療
に
任
じ
、
闘
口
の

資
と
な
し
、
そ
の
餘
は
畢
げ
て
天
文
の
研
究
面
に
投
じ
た
の
で
あ

る。
更
に
彼
れ
が
大
阪
の
地
を
選
ん
だ
重
因
は
、
こ
の
地
に
堂
々
官

學
と
目
す
べ
き
浪
華
府
學
捩
徳
堂
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
恰
か
も
彼

れ
の
父
兄
郷
徽
の
信
頼
し
た
大
儒
、
中
井
竹
山
・
展
軒
兄
弟
が
あ

っ
た
こ
と
で
、
こ
れ
が
彼
れ
の
精
紳
面
に
如
何
程
、
強
い
支
援
推

令
進
と
な
っ
た
か
は
想
像
に
餘
り
あ
る
。
惜
し
く
も
そ
の
詳
細
を
偲

え
な
い
が
、
そ
の
一
、
二
の
證
左
を
あ
げ
る
。

竹
山
は
、
そ
の
畢
生
の
大
著
「
逸
史
」
に
「
彗
学
」
（
ス
イ
ハ
イ
）

即
ち
審
星
に
つ
い
て
剛
立
の
卓
説
を
次
の
如
く
引
用
紹
介
し
た
。

逸
史
氏
（
著
者
竹
山
）
日
う
、
友
人
麻
田
剛
立
曰
う
、
「
彗
学

は
賀
は
―
つ
の
星
に
て
、
形
を
天
に
成
す
は
客
氣
の
致
す
と
こ

メ
グ

ろ
に
て
一
時
凝
結
の
物
に
非
ず
、
恒
星
と
同
じ
く
旋
る
と
雖
、

其
行
は
獨
り
年
を
積
み
低
昂
す
、
平
常
は
微
小
に
て
辮
ず
べ
か

ら
ず
、
漸
く
（
漸
次
追
互
）
低
け
れ
ば
則
ち
日
を
受
け
て
茫

（
ホ
ウ
キ
）
を
装
し
、
日
の
遠
近
に
随
い
て
彗
と
な
り
学
と
な

り
敷
旬
漸
く
昂
り
光
茫
盆
々
鎖
す
る
な
り
、
唯
隠
顕
の
年
限
日

敷
未
だ
考
へ
易
か
ら
ず
と
な
る
の
み
、
凡
そ
客
氣
上
升
の
類
は

凝
緊
指
す
べ
し
と
雖
、
元
よ
り
形
質
な
き
物
、
天
と
同
じ
く
轄

ず
る
の
理
な
く
、
唯
彗
学
は
厳
然
と
し
て
飼
形
あ
り
、
故
に
よ

＜
附
麗
し
て
運
旋
す
る
な
り
」
と
、
こ
の
説
は
絶
妙
、
蓋
し
利

九
五

雇
（
西
欧
の
天
文
學
者
三
人
）
遊
（
中
國
の
明
朝
人
同
上
）

ー
頭
誓
り
略
ー
の
輩
の
推
究
は
精
測
に
て
も
及
ば
ざ
る
虞
、

こ
れ
世
の
腋
惑
を
解
く
に
於
て
も
尤
も
明
確
た
る
な
り
、
剛
立

は
南
豊
の
人
、
束
り
て
浪
華
に
家
し
天
學
を
以
て
著
稲
す
、
予

嘗
て
想
間
を
述
べ
以
て
原
論
を
立
て
し
が
後
剛
立
氏
の
興
々
の

詞
を
聴
き
深
く
そ
の
至
嘗
に
嘆
ず
、
云
々

こ
れ
は
要
す
る
に
、
馨
星
は
促
形
あ
る
微
小
な
一
遊
星
で
、
そ
れ

が
運
行
の
際
へ
太
陽
の
光
線
を
う
け
、
そ
の
遠
近
に
従
う
て
箸
朕

を
見
せ
る
。
そ
の
管
は
外
氣
で
固
定
物
で
は
な
い
。
唯
そ
の
顕
わ

れ
る
時
期
、
隠
れ
る
時
期
は
現
研
究
段
階
で
は
わ
か
ら
ぬ
、
と
自

ら
の
観
測
で
考
察
し
た
限
り
を
解
明
し
た
、
こ
の
剛
立
の
明
確
な

所
見
を
竹
山
が
書
中
に
紹
介
し
、
こ
れ
に
賛
意
を
表
し
た
の
で
あ

る
。
郎
ち
古
来
永
く
こ
の
星
の
出
現
を
不
吉
の
兆
と
な
す
が
如
き

迷
信
説
の
蒙
を
啓
い
た
の
で
あ
る
。

「
逸
史
」
は
竹
山
畢
世
の
大
著
、
徳
川
二
百
年
の
太
平
の
基
を

開
い
た
初
代
賂
軍
家
康
の
一
代
を
述
べ
た
書
、
謂
わ
ば
こ
の
書
は

山
岡
氏
の
現
代
版
家
康
偲
の
先
容
の
観
が
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
書

は
、
一
本
を
賠
軍
に
呈
し
て
嘉
賞
せ
ら
れ
、
そ
の
後
、
書
院
に
於

て
偲
寓
し
て
教
材
に
用
い
汎
行
せ
ら
れ
た
名
著
、
後
年
で
は
あ
る

が
、
嘉
永
元
年
、
竹
山
外
孫
の
書
院
最
後
の
名
教
授
並
河
華
翁

（
名
は
朋
束
、
初
琥
寒
泉
、
明
治
十
二
終
八
十
三
歳
、
贈
正
五

位
）
に
よ
っ
て
版
行
せ
ら
れ
、
明
治
後
に
は
日
本
紐
満
双
書
（
大

瀧
本
政
一
編
）
中
に
抄
録
本
が
お
さ
め
ら
れ
た
。
要
す
る
に



懐
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こ
の
書
中
に
書
院
學
主
の
著
者
竹
山
が
剛
立
を
友
人
と
し
て
そ
の

卓
説
を
紹
介
し
た
の
は
蓋
し
営
時
の
大
い
な
推
畢
で
あ
る
。

次
に
は
竹
山
の
弟
、
履
軒
の
剛
立
の
瞥
學
智
識
の
代
筆
著
録
と

い
う
べ
き
「
越
姐
弄
筆
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
。

更
に
竹
山
の
子
、
履
軒
の
甥
の
曾
弘
（
蕉
園
）
は
剛
立
の
死

後
、
そ
の
需
め
に
應
じ
て
そ
の
墓
碑
に
文
を
記
し
銘
を
系
け
た
。

要
す
る
に
剛
立
は
中
井
三
人
の
名
儒
に
よ
っ
て
後
に
そ
の
名
及
び

業
績
を
傭
え
得
た
の
で
あ
る
。

以
上
は
去
る
昭
和
四
十
二
年
十
月
郎
ち
次
述
の
墳
域
重
建
完
成

後
醤
史
學
會
小
川
會
長
と
共
に
、
招
か
れ
て
懐
徳
堂
秋
季
講
座
に

出
講
の
際
の
拙
話
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
剛
立
専
攻
の
學
は

ワ
レ
ラ
門
外
漢
に
は
諒
解
困
難
で
あ
り
、
唯
以
上
は
、
諸
書
の
説

述
を
熟
讀
咀
咽
し
、
諒
解
し
得
る
限
度
の
こ
と
に
止
め
た
。
哲
人

剛
立
の
博
と
し
て
は
も
と
よ
り
不
備
な
も
の
で
あ
る
。

剛
立
後
日
篇

懐
徳
堂
師
儒
中
井
家
は
筆
者
重
縁
の
家
で
あ
り
従
来
か
ら
こ
の

學
堂
に
つ
い
て
は
頗
る
闊
心
を
よ
せ
て
き
た
。
戦
前
東
京
に
お
い

て
故
入
澤
逹
吉
翁
の
紹
介
で
日
本
瞥
史
學
會
に
入
り
、
戦
後
、
阪

誹
に
あ
る
の
間
、
同
會
闊
西
の
領
袖
中
野
操
氏
と
隈
々
こ
の
瞥
家

剛
立
に
つ
い
て
も
語
り
、
特
に
そ
の
墳
墓
が
戦
災
で
の
壊
破
を
嘆

い
て
、
一
再
な
ら
ず
そ
の
復
興
に
つ
い
て
話
合
っ
た
。

そ
の
後
、
東
京
に
移
っ
た
が
、
偶
然
中
野
氏
の
紹
介
で
、
剛
立

門
、
間
の
裔
弱
間
氏
と
會
見
、
氏
の
剛
立
墓
再
建
の
企
書
一
を
小
川

會
長
と
共
に
聞
い
た
。

こ
れ
迄
、
私
は
フ
ジ
ギ
な
程
先
哲
墳
墓
の
修
復
に
闊
係
し
て
き

た
が
、
現
行
法
に
よ
れ
ば
墳
墓
の
所
有
櫂
は
、
祖
先
の
祭
祀
を
な

す
べ
き
者
（
郎
ち
子
孫
）
が
承
椴
す
べ
き
で
あ
る
（
民
法
八
九
七
條
）

と
あ
り
、
こ
れ
を
無
断
で
慮
理
す
る
こ
と
は
、
後
年
萬
一
の
物
議

の
程
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
場
合
、
こ
れ
を
剛
立
の
兄
富
阪

妥
胤
の
綾
部
家
に
は
か
り
（
妥
胤
は
五
世
、
現
代
十
二
世
は
前
衆
議
院

議
長
健
次
郎
氏
）
そ
の
快
諾
を
得
、
更
に
同
家
か
ら
は
、
永
年
の
剛

立
墓
の
護
持
に
封
し
感
謝
の
寸
志
の
寺
納
も
あ
っ
た
。
大
阪
市
内

に
は
二
、
三
剛
立
類
似
の
先
哲
墓
が
あ
る
が
、
中
に
は
裔
孫
知
ら

れ
な
い
儘
、
無
縁
慮
理
で
片
‘
‘
つ
け
ら
れ
た
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
を

考
え
る
と
剛
立
墓
は
直
系
の
兒
孫
は
、
養
子
、
直
で
死
絶
し
た

が
、
幸
い
に
寺
の
護
持
よ
ろ
し
く
壊
破
の
儘
よ
く
原
形
が
保
存
さ

れ
て
お
っ
た
の
で
あ
る
。

時
恰
か
も
大
阪
市
の
史
跡
指
定
の
既
定
計
蓋
の
順
が
剛
立
に
廻

っ
て
来
て
次
の
如
く
剛
立
墓
が
史
跡
に
指
定
せ
ら
れ
寺
門
前
に
次

の
石
標
が
建
て
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
仄
聞
に
よ
れ
ば
市
か
ら
こ
の
方

面
の
事
業
受
託
の
近
畿
民
俗
學
會
の
醤
家
澤
田
四
郎
作
氏
の
配
意

に
よ
り
中
野
氏
及
び
史
談
會
後
藤
捷
一
氏
ら
の
支
援
も
あ
っ
た
由
。

麻
田
剛
立
墓
所
（
高
さ
約
一
米
二
七
、
曲
尺
四
尺
二
寸
。

0
米
ニ
ニ

角
、
み
か
げ
石
材
、
古
露
つ
ぎ
）

側
面
に
昭
和
四
十
一
年
三
月

大
阪
市
建
つ

九
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右
側
面
に
は
三
行
に
わ
た
り
剛
立
の
出
自
生
没
年
等
が
刻
さ
れ

た
。
ワ
レ
ラ
後
學
に
い
思
を
致
す
者
に
と
っ
て
は
の
顕
彰
も
促
進

示
唆
さ
れ
る
思
い
有
難
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
迂
餘
曲
折
を
鰹
、
地
元
大
阪
で

は
同
學
藪
内
清
氏
ら
の

盛
力
に
よ
り
、
墓
域
は
羽
間
氏
装
意
の
原
墓
（
中
井
蕉
園
撰
文
）

が
復
元
し
、
別
に
綾
部
氏
ら
の
名
を
表
し
、
わ
か
り
や
す
い
現
代

文
の
一
碑
石
が
建
て
ら
れ
た
。
こ
の
文
面
は
最
初
白
紙
で
た
づ

ね

た
際
の
、
綾
部
家
側
の
意
見
を
参
酌
し
た
も
の
で
あ
る
（
｛
為
員
）
。

か
く
て
同
四
十
二
年
五
月
廿
一
日
、
寺
で
除
幕
法
要
が
修
め
ら

れ
綾
部
氏
嗣
、
正
大
氏
、
天
文
學
會
有
志
ら
東
京
か
ら
小
川
會
長

が
代
表
し
て
参
會
し
た
。

．

ま
た
こ
の
際
、
寺
に
於
て
剛
立
の
嗣
直
の
墓
石
も
登
見
せ
ら
れ

懐
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こ
れ
も
重
建
せ
ら
れ
た
。
こ
の
直
は
養
父
死
後
父
の
庇
陰
で
間
ら

の
世
話
も
受
け
た
由
、
不
幸
そ
の
後
は
死
絶
し
た
の
で
あ
る
。
ま

た
剛
立
は
第
四
子
で
長
兄
は
妥
胤
（
富
阪
）
即
ち
剛
立
と
の
間
に

剛
立
に
は

二
兄
が
あ
る
。
第
二
子
は
小
串
家
養
子
の
妥
三
、
第
三

子
は
妥
廣
で
、
こ
の
二
人
も
同
じ
く
杵
築
藩
に
仕
え
た
が
、
何
れ

も
江
戸
在
勤
中
若
死
し
、
現
在
台
東
謳
下
谷
二
丁
目
紫
雲
山
英
信

寺
に
葬

っ
た
こ
と
を
知
り
、
つ
い
て
弔
問
し
た
虞
、
墓
石
は
博
ら

ず
左
の
通
り
過
去
帳
の
記
載
を
見
た
。

妥
三
、
元
文
四
、
五
、
十
三
死
、
年
齢
不
知
斯
心
方
静
信
士
。

妥
廣
、
賓
暦
六
、
八
、
十
七
死
、
二
十
八
歳
、
観
月
幽
玄
信
士
。

の
ち
に
聞
け
ば
、
小
川
氏
も
、
同
郷
の
因
縁
あ
り
前
年
訪
寺
し

た
由
、
縁
あ
っ
て
筆
者
は
、
こ
の
剛
立
墓
重
建
に
い
さ
さ
か
参
興

し
、
微
力
を
致
し
た
。
な
お
こ
こ
に
、
こ
の
参
典
に
先
だ
ち
、
こ

れ
に
つ
い
て
私
に
力
づ
け
た
一
篤
學
の
故
人
が
あ
る
。
そ
れ
は
東

京
天
文
豪
の
文
部
技
官
兼
東
大
講
師
故
前
山
仁
郎
で
あ
る
。

技
官
は
東
大
出
、
曾
て
小
家
に
元
弘
版
暦
を
博
う
を
聞
き
、
東

大
史
料
の
桃
氏
と
共
に
雨
三
度
来
訪
、
更
に
｛
烏
員
を
撮
影
し、

そ

の
熱
誠
に
ヒ
ソ
カ
に
感
激
し
た
。

（
こ
れ
の
虞
理
に
つ
い
て
は
、
後
に

雑
誌
「
日
本
歴
史
」
に
桃
氏
寄
稿
）
後
日
、

私
は
技
官
を
三
隈
天
文

憂
に
訪
ね
た
ら
、
自
ら
二
六
イ
ン
チ
の
笙
遠
鏡
ド
ー
ム
に
案
内
さ

れ
、
そ
の
観
測
に
つ
い
て
懇
切
に
説
明
せ
ら
れ
、
月
の
観
測
が
天
陸

智
識
の
占
め
る
重
要
度
を
知
り
、
更
に
文
庫
に
於
て
は
剛
立
や
高

橋
の
遺
書
の
古
文
獣
を
披
見
説
明
せ
ら
れ
た
。
そ
の
際
、
私
が
剛

,i 
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立
に
つ
い
て
話
し
た
ら
、
技
官
は
、
剛
立
の
天
文
暦
學
に
つ
い
て

は
、
上
述
の
郷
里
小
野
の
剛
立
博
や
大
谷
亮
吉
著
．「
伊
能
忠
敬
」

中
の
記
述
等
が
あ
る
が
剛
立
の
斯
道
面
の
深
い
造
詣
の
程
は
、
殆

ん
ど
測
り
知
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
員
相
を
窺
知
し
得
る

文
書
を
博
え
な
い
の
は
頗
る
遺
憾
で
あ
る
と
、
口
を
極
め
て
惜

み
、
そ
の
墓
域
の
修
整
を
衷
心
喜
び
、
そ
の
完
成
を
期
し
て
お

っ

た
。
こ
の
斯
面
専
攻
の
篤
學
の
言
は
強
く
私
を
打
っ
て
、
イ
ヨ
イ

ョ
剛
立
の
願
彰
に
力
を
致
す
べ
き
で
あ
る
と
痛
感
し
た
。
し
か
る

に
不
幸
こ
の
篤
學
の
技
官
は
昭
和
三
十
八
年
八
月
九
日、

同
學
と

共
に
越
中
（
富
山
縣
）
高
岡
市
の
北
の
新
埃
、
高
樹
文
庫
に
、
算

法
學
者
石
黒
信
由
の
遺
書
採
訪
の
蹄
路
、

急
病
稜
し
遂
に
軽
井
澤

病
院
で
、
四
十
九
歳
を
一
期
に
不
蹄
の
客
と
な

っ
た
。
剛
立
の
墓

域
重
建
成
る
の

日
、
ヒ
ソ
カ
に
前
年
の
技
官
の
言
を
追
懐
し
た
。

技
官
汝
後
、
上
司
で
あ
っ
た
廣
瀬
天
文
台
長
ら
同
學
知
友
逹
が
天

文
月
報
に
記
し
た
追
想
文
を
見
る
と

技
官
は
職
に
あ
る
の
間
、
特
に
先
賢
（
剛
立
ら
）
が
苦
學
力

行
、
西
洋
天
文
學
を
研
究
理
解
移
入
し
た
鰹
過
に
深
い
開
心
を

寄
せ
、
こ

の
方
面
の
研
究
に
盛
し
た
諸
先
賢
の
事
跡
並
び
に
わ

が
國
暦
法
史
の
資
料
文
猷
の
博
捜
に
つ
と
め
た
。
技
官
程
、
暦

法
史
の
資
料
文
獣
の
所
在
に
通
暁
し
た
者
は
な
か

っ
た
。
云
々

と
述
べ
て
あ
る
。
中
道
に
殖
れ
た
こ
の
篤
學
技
官
の
死
を
惜
む
と

共
に
、
先
賢
剛
立
の
造
樅
が
後
學
に
よ

っ
て
追
究
蘭
明
せ
ら
れ
る

こ
と
を
衷
心
希
願
す
る
。

（

中
井
後
裔

・
醤
史
學
同
人
）

懐
徳
堂
と
獨
創
科
學
者
麻
田
剛
立

羽
田
を
飛
立
ち
八
時
間
、
ア
ラ
ス
カ
で
給
油
し
哀
を
休
め
た
オ
ラ
ン
ダ

航
空
D
C
8
型
機
は
、
我
々
日
本
の
保
護
司
を
乗
せ
再
び
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
に
向
ふ
。
氷
山
、
氷
河
の
地
球
最
は
て
北
極
梱
は
、
オ
ー
ロ
ラ
の
中
空

を
宇
宙
旅
行
で
も
し
て
い
る
か
の
や
う
で
凄
く
美
し
い
。

更
に
十
時
間
を
経
て
首
都
ア
ム
ス
の
現
代
世
界
一
を
誇
る
ス
キ
ー
ボ
空

港
に
到
着
し
、
次
は

ス
イ
ス
旅
行
。
會
耽
の
企
蓋
で
は
二
階
付
の
豪
華
な

バ
ス
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
八
ヶ
國
を
瞬
け
巡
る
の
で
あ
っ
て
、
先
ず
ヒ
ル
ト

ン
ホ
テ
ル
で
一
夜
を
過
し
、
早
朝
よ
り
水
都
ア
ム
ス
の
街
を
見
學
、
レ
ン

プ
ラ
ン
ト
の
美
術
館
や
市
名
所
を
訪
ね
、
天
井
ガ
ラ
ス
張
り
の
観
光
船
で

の
ペ

ニ
ス
に
似
た
周
遊
に
一
同
築
し
さ
を
滴
喫
し
た
。

ア
ム

ス
と
は

ロー

カ
ル
色
豊
か
に
近
代
美
を
兼
ね
備
へ
た
日
本
に
も
よ
く
似
た
都
で
、
國
民

は
官
直
で
よ
く
慟
き
物
債
は
安
し
旅
の
安
ら
ぎ
を
感
ず
る
。
夜
は
特
殊
な

花
火
線
香
料
理
に
舌
つ
つ
み
を
打
ち
、
翌
朝
は
伊
太
利
ロ
ー
マ
に
向
ふ
。

(
10
一
頁
下
段
へ
つ
づ
く
）

堂

友

會

員

土

屋

隆

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
八
ヶ
國
訪
問
記 九
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